
広報くりはら　令和８年４月１日　　２８今月の表紙：酒造りにひた向きに取り組む酒蔵の後継者

　「就農から３年。たくさんの人たちと
のつながりと支えのおかげで、毎日が本
当に楽しい」と話す、佐藤さん。一迫地
区で米作りに励んでいます。
　佐藤さんは元々、農業関係の卸売会社
で働いていました。営業で農家に足を運
ぶたびに、高齢化や後継者不足を肌で感
じ、農業の未来に強い危機感を抱いたと
言います。何もせずにはいられない、と
一念発起し、３年前に米農家に転職。周
囲からは、不安定で大変な仕事だと反対
されたものの、農業の未来のために行動
したいという意思が揺らぐことはありま
せんでした。
　経営を始めてからは、猛暑による高温
障害や水不足など、一筋縄では行かない
課題に直面し、自然相手の仕事の難しさ
を実感した佐藤さん。それでも、農家同
士のつながりや地域の人たちの支えのお
かげで続けられていると言います。
　経営規模の拡大はもちろんのこと、栗
原全体の農業の未来を照らしたいと意気
込み「私よりも若い世代に、農業の楽し
さとやりがいを発信していきます」と、
目を輝かせています。

　「就農から３年。たくさんの人たちと
のつながりと支えのおかげで、毎日が本
当に楽しい」と話す、佐藤さん。一迫地
区で米作りに励んでいます。
　佐藤さんは元々、農業関係の卸売会社
で働いていました。営業で農家に足を運
ぶたびに、高齢化や後継者不足を肌で感
じ、農業の未来に強い危機感を抱いたと
言います。何もせずにはいられない、と
一念発起し、３年前に米農家に転職。周
囲からは、不安定で大変な仕事だと反対
されたものの、農業の未来のために行動
したいという意思が揺らぐことはありま
せんでした。
　経営を始めてからは、猛暑による高温
障害や水不足など、一筋縄では行かない
課題に直面し、自然相手の仕事の難しさ
を実感した佐藤さん。それでも、農家同
士のつながりや地域の人たちの支えのお
かげで続けられていると言います。
　経営規模の拡大はもちろんのこと、栗
原全体の農業の未来を照らしたいと意気
込み「私よりも若い世代に、農業の楽し
さとやりがいを発信していきます」と、
目を輝かせています。

栗原の農業の未来を照らす

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。
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若
く
し
て
酒
蔵
を
継
ぐ
覚
悟
を

持
ち
、
酒
造
り
に
真
剣
に
向
き
合

い
、
新
た
な
挑
戦
を
始
め
た
華
子

さ
ん
に
、
同
酒
蔵
の
歩
み
と
こ
だ

わ
り
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

父
、
三
浦
幹
典
さ
ん
の
挑
戦

私
の
父
、
現
社
長
の
四
代
目
蔵

元
、
三
浦
幹
典
が
酒
蔵
に
入
っ
た

の
は
、
26
歳
の
時
。
酒
造
り
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
、

経
営
が
苦
し
く
な
り
、
若
く
し
て

蔵
の
再
建
を
託
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
４
年
に
は
日
本
酒
の
級
別

制
度
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
酒
が
味

と
品
質
で
選
ば
れ
る
時
代
へ
転
換

す
る
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

個
性
の
乏
し
い
味
の
酒
造
り
を

強
い
ら
れ
る
と
い
う
束
縛
か
ら
解

放
さ
れ
、
酒
を
自
由
に
造
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
父
は
酒

蔵
が
歩
む
べ
き
道
を
、
悩
み
な
が

ら
模
索
し
ま
し
た
。

全国屈指の米どころ栗原は、名酒を醸す１００
年以上の歴史を持つ個性的な酒蔵が６つもある全
国有数の酒どころ。

蔵人の情熱と熟練の技が醸す酒蔵の伝統を守り
ながら、新たな息吹を吹き込み、地酒で栗原を盛
り上げたいと願う若者の想いとは。

栗
原
を
共
に
盛
り
上
げ
た
い

良
質
な
米
、
清
ら
か
な
水
、
冷

涼
な
気
候
と
い
う
酒
造
り
に
恵
ま

れ
た
栗
原
の
酒
蔵
で
は
、
高
い
技

術
を
持
つ
杜
氏
が
創
意
工
夫
を
重

ね
、
個
性
の
あ
る
優
れ
た
日
本
酒

を
醸
造
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
酒
の
酒
蔵
数
は
全

国
で
最
盛
期
の
約
４
分
の
１
ま
で

激
減
し
、
消
費
量
も
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
各
酒
蔵
と
も
厳
し

い
現
実
に
直
面
し
、
明
る
い
未
来

が
見
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
各
酒
蔵
の
後
継
者
た

ち
は
、
自
分
だ
け
の
成
功
を
求
め

ず
、
皆
で
協
同
し
て
栗
原
の
地
酒

を
市
の
特
産
品
と
し
て
全
国
へ
売

り
出
し
、
栗
原
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
令
和
６
年
に「
く
り
は
ら
蔵

元
会
」を
結
成
し
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
地
酒
を
積
極

的
に
宣
伝
し
、
栗
原
へ
の
誘
客
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
飲
食
と
宿
泊
業

界
と
も
連
携
す
る
予
定
で
す
。

同
会
の
結
成
を
呼
び
か
け
た
の

は
、
平
成
30
年
２
月
号
の「
栗
原

の
酒
」特
集
で
紹
介
し
た「
萩
野
酒

造
株
式
会
社
」の
佐
藤
曜
平
さ
ん
。

同
会
の
代
表
を
務
め
る
の
は「
金
の

井
酒
造
株
式
会
社
」の
三
浦
華
子

さ
ん
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
酒
蔵
は
競
合
他
社

で
す
が
、
酒
造
り
の
苦
労
と
喜
び

を
共
有
し
、
互
い
を
認
め
合
い
、

高
め
合
う
気
心
の
知
れ
た
良
き
同

志
で
も
あ
り
ま
す
。
酒
造
り
に
関

わ
る
課
題
と
情
報
を
共
有
し
、
助

け
合
っ
て
い
ま
す
。

生
き
残
り
を
か
け
て

市
内
の
酒
蔵
は
皆
小
規
模
で
、

大
手
企
業
の
よ
う
に
大
量
生
産
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
個
性
の

あ
る
酒
造
り
に
特
化
し
て
生
き
残

り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

酒
蔵
の
存
続
を
か
け
、
熾
烈
な

競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
、
懸
命
に

取
り
組
む
市
内
酒
蔵
の
中
か
ら
、

今
回
は「
く
り
は
ら
蔵
元
会
」代
表

が
活
躍
す
る「
金
の
井
酒
造
」に
焦

点
を
当
て
ま
す
。

理
想
の
酒
を
追
い
求
め
る
酒
蔵

こ
だ
わ
り
の「
食
仲
酒
」と
し

て
日
本
酒
愛
好
者
を
う
な
ら
せ

る
、
銘
酒「
綿
屋
」を
生
み
出
し

た「
金
の
井
酒
造
株
式
会
社
」は
、

大
正
４
年
に
創
業
さ
れ
ま
し
た
。

銘
柄
の「
綿
屋
」は
、か
つ
て
養

蚕
も
営
ん
だ
屋
号
が
由
来
で
す
。

創
業
以
来
、
歴
代
の
蔵
元
が

理
想
の
酒
を
追
い
求
め
る
伝
統

を
守
り
、
素
材
を
選
び
抜
き
、

酒
造
り
の
技
を
磨
い
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
販
路
を
開
き
、
事

業
の
安
定
を
図
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
道
の
り
は
、
決
し
て
平
た

ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

酒
税
法
の
改
正
に
伴
う
酒
蔵

の
目
指
す
方
向
性
の
模
索
、
需

要
の
減
少
、水
源
の
枯
渇
、岩
手・

宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
建
物
と

設
備
の
被
災
な
ど
、
酒
蔵
の
命

運
を
左
右
す
る
壁
に
何
度
も
ぶ

つ
か
り
続
け
た
と
言
い
ま
す
。

「
綿
屋
」が
目
指
す
も
の

現
社
名
の「
金
の
井
」は
、
藩
政

時
代
に
伊
達
家
へ
の
献
上
米
を
産

し
た
、
肥
沃
な
土
壌
に
由
来
す
る

地
名
の「
金
田
」と
、
こ
の
地
の
水

が
良
質
な
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
も
の
。
つ
ま
り
、
原
材
料
に
妥

協
を
許
さ
な
い
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、

最
高
の
酒
質
を
追
い
求
め
る
こ
と

を
宿
命
づ
け
ら
れ
た
酒
蔵
で
す
。

「
日
本
酒
本
来
の
お
い
し
さ
を

引
き
出
す
酒
造
り
を
し
た
い
」

創
業
以
来
、
大
切
に
し
て
き
た

蔵
の
姿
勢
を
基
本
に
、
新
た
な
酒

造
り
に
取
り
組
む
父
は
、
理
想
の

純
米
酒
を
追
い
求
め
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
父
は
そ
の

理
念
に
共
鳴
す
る
、
高
品
質
の
酒

造
り
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
南
部
杜

氏
を
採
用
し
、
妥
協
の
な
い
酒
造

り
に
ま
い
進
し
ま
し
た
。

良
質
な
酒
米
へ
の
こ
だ
わ
り

父
が
初
め
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

原
材
料
と
な
る
米
で
し
た
。

満
足
の
い
く
酒
米
を
求
め「
阿

波
山
田
錦
」に
出
会
い
ま
し
た
。

生
産
地
の
徳
島
県
ま
で
足
繁
く
通

い
、
自
ら
田
植
え
な
ど
を
手
伝
い
、

酒
米
栽
培
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
、
求
め
る
酒
質
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

ま
た
、
酒
造
り
が
容
易
な
酒
造

好
適
米（
酒
米
）だ
け
で
な
く
、
醸

造
が
難
し
い
地
元
産
飯
米
を
使
う

こ
と
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

栗
原
で
米
作
り
に
情
熱
を
注
ぐ
農

家
と
協
力
し「
綿
屋
」な
ら
で
は
の

技
で
、
米
生
産
者
に
喜
ば
れ
る
酒

を
醸
し
て
い
ま
す
。

水
源
の
枯
渇
で
得
た
銘
水

高
品
質
の
日
本
酒
を
造
る
に
は
、

良
質
な
水
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

平
成
10
年
に
酒
蔵
の
命
で
あ
る

水
源
が
枯
渇
し
、
酒
蔵
存
続
の
危

機
が
迫
り
ま
し
た
。

そ
の
難
題
は
近
く
の
山
に
湧
き

出
す
銘
水「
小
僧
山
水
」を
引
き
込

み
解
決
さ
れ
、
酒
造
り
に
最
適
な

水
を
、
製
造
工
程
全
て
で
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
酒
質
を
さ
ら
に
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

頑
な
な
ま
で
の
こ
だ
わ
り

当
初
は
、
販
路
の
開
拓
が
思
い

通
り
に
い
か
ず
、
忍
耐
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
が
、
父
は
銘
柄
の
価

値
を
下
げ
る
安
売
り
は
決
し
て
せ

ず
、
品
質
を
高
め
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
抜
き
ま
し
た
。

そ
の
一
切
の
妥
協
や
手
抜
き
を

し
な
い
姿
勢
が「
綿
屋
」を
高
み
に

上
ら
せ
た
の
で
す
。

金
の
井
酒
造
　常
務
取
締
役

三
浦  

華
子 

さ
ん（
一
迫
金
田
中
町
）
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く
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つ
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日
本
酒
の
需
要
が
低
迷
し
た
昭

和
末
期
、
宮
城
県
酒
造
組
合
は
日

本
酒
の
差
別
化
を
図
り
、
高
品
質

な
純
米
酒
造
り
を
す
る
た
め
、
全

国
に
先
駆
け「
純
米
酒
の
県
」を
宣

言
し
ま
し
た
。
今
で
は
そ
の
努
力

が
実
を
結
び
、
宮
城
県
産
の
純
米

酒
は
全
国
的
に
と
て
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

中
で
も
純
米
酒
に
こ
だ
わ
る
栗

原
の
地
酒
は
、
日
本
酒
愛
好
者
か

ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
、
地
酒
に
誇
り

を
持
ち
、
関
連
産
業
の
繁
栄
と
地

域
創
生
を
目
指
す
た
め「
栗
原
市

の
地
酒
等
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す

る
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

進
学
や
就
職
、
異
動
な
ど
で
新

た
な
挑
戦
が
始
ま
る
新
年
度
に
、

家
族
や
友
人
と
栗
原
が
誇
る
名
酒

で
前
途
を
祝
し
、
お
気
に
入
り
の

地
酒
を
市
内
の
窯
で
創
ら
れ
た
陶

磁
器
で
、
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

②

①

⑤ ⑥

③ ④

伝
統
を
守
り
未
来
へ
つ
な
ぐ

「
創
業
か
ら
代
々
守
り
伝
え
て

き
た
味
と
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を

大
切
に
し
た
い
」、「
父
が
心
血
を

注
ぎ
、
築
き
上
げ
た
銘
柄
の
価
値

を
守
り
、
さ
ら
に
研
ぎ
澄
ま
せ
た

い
」と
目
を
輝
か
せ
て
語
る
華
子

さ
ん
。

華
子
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
酒

造
り
と
家
業
承
継
を
志
し
、
東
京

農
業
大
学
応
用
生
物
科
学
部
で
、

醸
造
学
を
研
究
し
ま
し
た
。

醸
造
に
お
け
る
麹
菌
の
役
割
を

学
ぶ
中
で
、
日
本
酒
の
原
材
料
で

あ
る
米
に
も
関
心
を
持
ち
、
東
北

大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
に

進
み
、
稲
の
遺
伝
子
に
つ
い
て
研

究
を
行
い
、修
士
課
程
を
修
了
後
、

後
継
者
と
し
て
令
和
２
年
に
同
社

に
入
社
し
ま
し
た
。

酒
蔵
で
は
重
要
工
程
の「
こ
う

じ
造
り
」を
担
当
し
、
こ
の
酒
蔵

な
ら
で
は
の
技
術
と
こ
だ
わ
り
を

学
び
な
が
ら
、
丁
寧
な
酒
造
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。

「
米
作
り
に
情
熱
を
注
ぐ
地
元

農
家
が
栽
培
し
た
栗
原
産
米
を
、

精
魂
込
め
て
磨
き
あ
げ
、
醸
し
た

お
酒
が
、
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る

こ
と
に
何
よ
り
も
喜
び
と
誇
り
を

感
じ
る
」と
、
酒
造
り
に
か
け
る

思
い
を
熱
く
語
る
華
子
さ
ん
。

大
学
と
大
学
院
で
得
た
知
見
を
、

こ
れ
か
ら
の
酒
造
り
に
生
か
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

 え ぐち し ま

江口　志麻 さん（一迫中町）

会席料理 丸勝

一
ノ
蔵
金
龍
蔵

文
久
２
年（
１
８
６
２
年
）創
業
。

高
精
白
米
を
使
用
し
小
仕
込
み
と

寒
造
り
に
こ
だ
わ
り
、
南
部
杜
氏

の
き
め
細
や
か
な
酒
造
り
を
続
け

て
い
ま
す
。

代
表
銘
柄「
祥
雲
金
龍
」

金
の
井
酒
造

代
表
銘
柄「
綿
屋
」

千
田
酒
造

大
正
９
年（
１
９
２
０
年
）創
業
。

酒
造
り
の
命
で
あ
る
水
に
こ
だ
わ

り
、
栗
駒
山
の
伏
流
水
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
、
料
理
に
寄
り
沿
う

酒
を
醸
し
て
い
ま
す
。

代
表
銘
柄「
栗
駒
山
」

萩
野
酒
造

天
保
11
年（
１
８
４
０
年
）創
業
。

良
い
も
の
を
少
し
だ
け
造
る
と
い

う
理
念
で
、
原
材
料
の
豊
か
な
風

味
を
活
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る

純
米
酒
を
造
っ
て
い
ま
す
。

代
表
銘
柄「
萩
の
鶴
」「
日
輪
田
」

は
さ
ま
や
酒
造
店

宝
暦
７
年（
１
７
５
７
年
）創
業
。

２
６
９
年
の
歴
史
を
持
つ
市
内
で

最
も
古
い
酒
蔵
で
、
少
量
生
産
で

丁
寧
な
酒
造
り
を
し
て
い
ま
す
。

代
表
銘
柄「
こ
ん
こ
ん
」「
阿
佐
緒
」

門
傳
醸
造

明
治
５
年（
１
８
７
２
年
）創
業
。

有
機
栽
培
米
に
こ
だ
わ
り
、
栗
原

で
親
し
ま
れ
る
少
量
の
日
本
酒
を

醸
し
て
い
ま
す
。

代
表
銘
柄「
ほ
で
な
す
」「
門
傳
」

お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら

酒
蔵
の
将
来
を
背
負
う
覚
悟

酒
造
り
に
情
熱
を
傾
け
る
華
子

さ
ん
で
す
が
、
酒
蔵
の
将
来
に
か

か
る
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
と
嗜
好
の
多
様
化
に

伴
う
市
場
の
縮
小
、
人
手
不
足
と

原
材
料
費
の
高
騰
、
老
朽
化
す
る

設
備
の
更
新
も
悩
み
の
種
で
す
。

華
子
さ
ん
は
、
製
造
の
傍
ら
、

営
業
の
第
一
線
に
も
立
ち
、
酒
販

店
へ
の
営
業
を
は
じ
め
、
物
産
販

売
の
機
会
を
捉
え
、
商
品
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
和
食
と
組
み
合
わ
せ

ら
れ
る
日
本
酒
を
、
ワ
イ
ン
の
よ

う
に
多
彩
な
料
理
と
一
緒
に
楽
し

む
食
文
化
を
広
め
た
い
と
、
飲
食

店
へ
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

業
界
と
し
て
、
国
内
販
売
だ
け

で
は
近
い
将
来
に
酒
蔵
を
存
続
で

き
な
く
な
る
と
、
現
在
は
欧
米
な

ど
へ
の
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
英
語
力
を
常
に
磨
き
、

あ
ら
ゆ
る
宣
伝
の
機
会
を
逃
さ
ず
、

自
ら
栗
原
の
特
別
純
米
酒
の
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。

①愛好者を大切に、酒蔵見学会を開催
し、製造工程を丁寧に説明

②③栗原産飯米にこだわり、関係者と
恒例の酒米田植え作業。作業後には、
夕食と共に酒を飲み比べもてなす

④製造工程で生まれる酒粕は、畜産農
家が栄養満点の餌として牛に与え、
稲作農家は牛ふん堆肥で良質米を育
て、廃棄物を出さず資源循環させる

⑤自らデザインした酒ラベル
⑥ＰＲのため海外メディアの取材にも

積極的に協力

栗原産の食材にこだわり、食材の
良さを引き出す料理で、地元で愛さ
れる一迫地区の「会席料理  丸勝」。

四季折々に厳選した食材を使い、
丹精込めて創り出される品々と、栗
原の地酒は相性が抜群で、市内窯元
の器も用いて、栗原の魅力を五感で
味わってほしいと思いを込め提供し
ています。

志麻さんは料理人の修行をしてい
た時、師匠から料理を引き立てる地
元の良い食中酒を使うよう指導され、
栗原産の特別純米酒を積極的に勧め
ています。

「栗原の地酒が飲みたくて来店する
お客さまも多い」と言う志麻さんは

「優れた酒に見合う料理を作りたい」、
「栗原の地酒は互いの価値を高め合え
る素敵な存在」と話してくれました。

料理を引き立て幸せなひとときを
生み出す食中酒が栗原にはあります。

栗原の酒蔵がこだわる純米酒は、原材料に米と麹、水だけを用い、
米本来のうま味と芳醇な味を堪能でき、食事を引き立てる日本酒です。

料理人の技が光る迫野御膳と、一迫産米を
使った料理を引き立てる特別純米酒

特 集 理想の酒を追い求めて

価
値
を
さ
ら
に
研
ぎ
澄
ま
す

米
生
産
者
と
愛
好
者
の
想
い
を
大
切
に

栗
原
が
誇
る
地
酒
で
乾
杯
を

料理に寄り添い互いを引き立てる食中酒
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　２月２２日（日）、イオンスーパーセンター栗原
志波姫店で、栗原市総合計画シンポジウム「みん
なでつくるくりはらの未来」を開催しました。
　この催しは、現在策定中で、令和９年度からの
１０年間の市のまちづくりの指針となる「第３次
栗原市総合計画」を、市民と共に考え、自分事と
して捉えてもらうことを目的にしています。
　当日は、高校生７人によるワークショップの成
果発表や、パネルディスカッションなどを実施
し、活発な意見交換を行いました。

　栗原地区地域交通安全活動推進委員の大黒昭夫
さん（瀬峰下富）が、長年交通安全に尽力した人や、
模範となる安全運転を続けている人に贈られる交
通栄誉章のうち、緑十字金章を受章しました。
　大黒さんは、安全運転に努め、５０年間の無事
故無違反を達成した他、栗原地区交通安全協会員
として、交通安全活動に当たっています。
　受章にあたり大黒さんは「非常に光栄。これか
らも細心の注意を払って、安全運転に努めたい」
と、喜びを語りました。

　２月２２日（日）、栗原文化会館で、栗原ドリー
ムアンバサダーで琵琶奏者の熊田かほりさんによ
る、琵琶コンサートが開催されました。
　当日は、満席となる約千人が会場に詰めかけ、
観客から「お帰り」という、温かい声援で迎えられ
た熊田さんは「平家物語」の祇園精舎、敦盛などを
披露しました。最後は、栗原が舞台の宝亀の乱を
題材に、自ら作詞作曲した「伊治城物語」を演奏し、
物語の情景が目に浮かぶような琵琶の演奏と、圧
倒的な歌声に、観客は心を揺さぶられました。

　３月６日（金）、北部学校給食センターが配食す
る小・中学校と義務教育学校の合わせて６カ所に、
栗原産仙台牛を使用した牛丼を提供しました。
　給食に使用した牛肉は、市内の和牛生産者など
で作る栗原産仙台牛協会と栗原和牛改良組合が、
地域の自然や食文化、畜産業への理解を深めても
らおうと提供したものです。
　今回の配食先の金成小中学校では、この日を心
待ちにしていた児童たちが牛丼を笑顔で頬張り、
栗原の恵みを堪能していました。

　２月１５日（日）、栗原文化会館で「神楽ふれあ
い教室」が開催されました。
　この催しは、栗原市神楽保存伝承協議会が栗原
の伝統芸能である神楽に親しんでもらい、後継者
を増やそうと開催したものです。
　「鶏舞入門講座」と題した今回は２２人が参加し、
鶏舞の実演を見学した他、振り付けや、太鼓など
の演奏を体験しました。また、参加者は、最初は
慣れない動きに苦戦したものの、見る見る上達し、
神楽の奥深さに触れる時間を過ごしました。

　２月２７日（金）から３月３日（火）までの５日
間、栗駒地区のみちのく風土館をメイン会場に

「第２６回くりこま商家のひな祭り」が開催されま
した。
　この祭りは、栗駒地区の商店街のにぎわいづく
りを目的に、桃の節句に合わせて開催されている
ものです。会場には、地元の女性たちが手づくり
したつるし飾りや、商家に代々伝わるひな人形が
飾られ、訪れた人たちは１つ１つじっくりと鑑賞
していました。

　手先が器用で、絵画
や彫刻に親しんでいる
海山さん。長生きの秘
訣は「自分のペースで
過ごすこと」で、時代
劇鑑賞や絵画の制作の
他、温泉旅行を楽しみ
ながら、日々元気に過
ごしています。

　子育てに励み、２人
の子どもを育て上げた
岡本さん。
　動物が大好きで、猫
と犬をかわいがってき
ました。
　現在は、楽しく穏や
かな日々を過ごしてい
ます。

岡本 睦子 さん
（瀬峰宮小路原）

　大崎市田尻地区出身
で、高清水地区に嫁い
だ操さん。米と葉タバ
コの栽培で生計を立て
ながら、３人の子育て
に励みました。
　現在は、健康で穏や
かな日々を過ごしてい
ます。

操 ちよ子 さん
（高清水３区）

大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆け抜け、思いを紡いで１世紀。
１００歳の誕生日を迎えた４人を紹介します。

長寿１００歳
おめでとうございます

とり  まい

だい  こく  あき   お

                                                                         ひ

けつ

うみ やま    ひで   お ち    ば おか もと    むつ   こ みさお                  こ

海山 　夫 さん
（若柳新山）

千　 まつ さん
（栗駒東方区）

      くま   だ

ぎ    おんしょうじゃ          あつ  もり

                                      ほう   き

　若い頃、美容師とし
てひたむきに仕事に打
ち込む日々を過ごした
千　さん。
　現在は、高齢者福祉
施設に入所していて、
利用者の皆さんと元気
に楽しく過ごしていま
す。

栗原の未来をみつめて交通栄誉章を受章

琵琶の幽玄な世界に浸る

栗原産仙台牛が学校給食に 栗原の神楽を体験

ひな飾りが街を彩る
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬ

　３月８日（日）、栗駒みちのく伝創館で「くりこま
の昔ばなしを語る会」が開催されました。
　この催しは、市内に伝わる民話やわらべ歌を紹介
しようと、くりこまの昔ばなしを語る会が主催した
ものです。
　当日は、栗駒地区を拠点に、民話伝承に取り組む
４人の語り手が、民話１０話とわらべ歌を紹介し、

来場した約５０
人が静かに聞き
入りました。ま
た、会場ではド
ン 菓 子 も 配 ら
れ、懐かしい雰
囲気に会場が包
まれました。

　３月１日（日）、一迫ふれあいホールで「第２６回
一迫地区ふるさとまつり」が開催されました。
　この祭りは、一迫地区一迫コミュニティ推進協議
会が主催したもので、当日は１３の演目に１００人
以上が出演しました。
　出演者は、初めは緊張していたものの、観客から
拍手や声援を受けると、満面の笑顔で踊りや華麗な

パフォーマンス
が披露された他、
一迫音頭や盆踊
りでは、会場一
体となって盛り
上がり、地域愛
と絆が深まる場
となりました。

　３月８日（日）、栗原文化会館で「令和７年度築館
地区コミュ二ティ推進協議会講演会」が開催されま
した。
　第１部では特殊詐欺被害の種類や事例の紹介、第
２部では築館地区地域おこし協力隊の活動報告、第
３部ではくりはらドリームアンバサダーの川門世昌
さんが２代目を務める「劇団ともえ座」の公演が行わ

れました。
　生活に役立つ
情報から観劇ま
で充実の内容と
なり、訪れた人
たちは実りある
時間を過ごしま
した。

　２月２１日（土）から２３日（月）の３日間、花山
地区で「かがやく女性たちと過ごす花山いなか時間
２０２６冬」が開催されました。
　一般社団法人はなやまネットワークが主催したこ
の催しは、花山地区で活躍する女性たちや住民と共
に田舎暮らしを楽しむ、移住体験プログラムです。
　当日は、県内外から５人が参加し、正月料理作り

やそば打ちなど
を 体 験 し ま し
た。参 加 者 は、
花山の風土に関
心を寄せ、この
地域ならではの
暮らしを笑顔で
満喫しました。

　３月８日（日）、若柳地区町舘で「石尊さまの火伏
せ祭り」が開催されました。
　この祭りは、室町時代から続く地域の防火と安全
を祈願する伝統行事です。「裸まつり」としても知ら
れており、神事で身を清めた腰みの姿の男性が各戸
の軒下に用意されたたらいの水を「せえの」の掛け声
と共に勢い良く屋根にかけて回り、防火を祈願しま

した。
　また、豚汁の
振る舞いや和太
鼓の演奏も行わ
れ、見物に訪れ
た人たちの温か
な笑顔があふれ
ました。

※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

わかやなぎスポーツクラブ

※市内で活動する団体の
　情報をお寄せください

　私たちは「誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも、
気軽をスポーツを楽しもう」を合言葉に、平成２３年から
活動しています。卓球やスポンジテニスなど９つの教室の
他、ノルディックウォーキングやトレッキング、小学生・
幼児向け運動教室などがあり、幅広い年代の健康づくりの
場となっています。会員は約１５０人で、活動場所は若柳
地区の体育施設などです。
　どの活動でも、体を動かすことはもちろんのこと、仲間
との交流も楽しんでいます。また、丁寧な指導も受けられ
るので、初心者や未経験者でも安心です。写真で紹介して
いるスポンジテニス教室も、未経験者と経験者が一緒に汗
を流しています。雰囲気も和気あいあいとしており、活動
が元気の源になっています。
　皆さんもぜひ、私たちと一緒に体を動かしてみませんか。
　

わかやなぎスポーツクラブ　金子
　 ☎０９０（７３２５）０９４０

●こどもの読書週間
　子どもたちにもっと本を、との願い
から「こどもの読書週間」は昭和３４年
に始まりました。
　小さいときから本を読む楽しさを
知っていることは、子どもが大きくな
るためにとても大切なことです。「こど
もの読書週間」は、大人が本を子どもに
手わたす週間でもあるのです。この機
会に親子で図書館に足を運んでみませ
んか。
期間　４月２３日（木）～５月１２日（火）

　図書館１階にある情報交換プラザは、個
人やグループの作品展示スペースとして、
無料で利用できます。作品の展示を希望す
る人は、図書館まで問い合わせください。

情報交換プラザ展示

今日もぼーっと行ってきます
中島 京子 著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　われわれには「ぼーっとする時間」が必
要だ！野鳥公園、フェリー、銭湯…。情
報や仕事、雑事に追われる日常生活から
離れ、気持ちのいい空間を、ただひたす
らぼーっと散歩する小さな旅を綴る。

古代文明ビジュアルブック
近藤 二郎 監修、田渕 正敏 絵　Ｇａｋｋｅｎ
　学校の授業では教えてくれない古代文
明の秘密を、豊富なビジュアルで解説す
る入門書。四大文明に加え、日本の縄文
文化など、知っておきたい世界の古代文
明を９つ紹介。歴史年表や世界遺産マッ
プも収録する。

なか  じま   きょう  こ

こん どう     じ   ろう                          た  ぶち   まさ とし

かわじょうせい しょう

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

栗原の民話を伝える

地域愛と絆深まるまつり

実りある講演会

花山暮らしを満喫

地域伝統の火伏せ祭り

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本

89

お知らせ



みんなの健康

広報くりはら　令和８年４月１日　　１０１１　　広報くりはら　令和８年４月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

「春バテ」を予防しよう
２月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。 季節の変わり目の不調

季節の変わり目に、体調を崩
すことはありませんか。体がだ
るい、眠りが浅い、イライラして
落ち着かないなどの不調がある
場合は「春バテ」かもしれません。
春バテの原因は、自律神経の
乱れです。特に高齢者は、体の
機能が低下しているため、季節
の変わり目の寒暖差や気圧の変
化で自律神経が乱れ、春バテを
起こしやすくなります。

高齢者が特に気を付けたい症
状は、めまいと食欲不振です。
自律神経の不調によって血流の
調整がうまくいかないことが原
因でめまいが引き起こされ、転
倒や骨折のリスクが高まります。
また、食事量が減ると、食事
からの水分摂取量が減り、脱水
状態になる恐れがあります。
春バテ予防のポイント
春バテ予防には、次の３つが
効果的です。

□ビタミンやタンパク質を意識
して３食バランス良く食べる。
食欲が落ちているときは、食
べやすいものを優先する。
□３８～４０度のお湯に１０分
程度入浴する。
□就寝や起床の時間は一定にし、
朝起きたら日光を浴びる。
症状が長引くときは
症状が長引くときは、春バテ
ではない可能性があるため、医
療機関に相談してください。

市ウェブサイト

休日当番医・市の医療

●診察時間　午前９時～午後５時
●受診方法　必ず電話で症状を伝え受診
●持 ち 物　マイナ保険証など

※医療機関によっては、対応できない診療科目があります。
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を
　直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は
　右の二次元コードで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

―

―

―

―

夜間の救急対応
　夜間の救急患者の受け入れは、２次救急医療施設の栗原中央病院で対応しています。夜間は、限られたスタッ
フで対応するため、できるだけ、かかりつけ医などの医療機関を日中に受診してください。

医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１問

4/5
（　）日

12
（　）日

19
（　）日

26
（　）日

昭和の日

29
（　）水

までなクリニック
［築館］☎（25）4121

阿部内科医院
［若柳］☎（32）6929

栗原市立若柳病院
［若柳］☎（32）2335

沢辺中央医院
［金成］☎（42）1171

栗原市立栗駒病院
［栗駒］☎（45）2211

平田内科
［栗駒］☎（45）2126

日野クリニック
［志波姫］☎（23）7100

栗原市立花山診療所
［花山］☎（56）2013

栗原市立高清水診療所
［高清水］☎（58）2020

栗原市立瀬峰診療所
［瀬峰］☎（38）3121

鹿野歯科医院
［一迫］☎（52）3332

ドレミファ薬局
［築館］☎（24）8708

阿部内科医院（院内）
［若柳］☎（32）6929

若柳中央薬局
［若柳］☎（32）7115

オリーブ調剤薬局
［金成］☎（24）7480

サタケ調剤薬局
［栗駒］☎（45）5598

平田内科（院内）
［栗駒］☎（45）2126

志波姫調剤薬局
［志波姫］☎（23）3022

栗原市立花山診療所（院内）
［花山］☎（56）2013

すず薬局 高清水店
［高清水］☎（58）2019

さくら薬局 瀬峰店
［瀬峰］☎（59）2051

（　　　）築　館
川島 柊虎くん
 かわ しま しゅう と

（　　　）築　館
佐藤 壱希くん
 さ とう いつ き

（　　　）築　館
佐藤 凪紗くん
 さ とう なぎ さ

（　　　）築　館
佐藤 蓮くん
 さ とう れん

（　　　）築　館
白鳥 暁菜ちゃん
 しろ とり あき な

（　　　）築　館
白鳥 羽南ちゃん
 しろ とり う な

（　　　）築　館
菅原 大雅くん
 すが わら たい が

（　　　）築　館
菅原 穂佳ちゃん
 すが わら 　 ほ の か

（　　　）築　館
関村 心悠くん
 せき むら 　 ま な と

（　　　）築　館
田野﨑 月雫ちゃん
 た の さき る な

（　　　）築　館
千葉 洸來くん
 ち ば こう らい

（　　　）築　館
千葉 悠ちゃん
 ち ば はるか

（　　　）築　館
山城 博斗くん
 やま しろ ひろ と

（　　　）若　柳
二上 晴陽くん
 に かみ はる ひ

（　　　）栗　駒
小野 瑠ちゃん
 お の るい

（　　　）栗　駒
佐藤 日向ちゃん
 さ とう ひ なた

（　　　）一　迫
佐藤 凱斗くん
 さ とう かい と

（　　　）一　迫
菅原 嘉一郎くん
 すが わら か いち ろう

（　　　）瀬　峰
岩井 響愛ちゃん
 いわ い きょう あ

（　　　）瀬　峰
堀 瑛人くん
 ほり えい と

（　　　）金　成
熊谷 晃太くん
 くま がい こう た

（　　　）金　成
菅原 麗愛ちゃん
 すが わら れい あ

（　　　）金　成
鈴木 楓乃ちゃん
 すず き か の

（　　　）志波姫
菅原 凛乃ちゃん
 すが わら り の

（　　　）志波姫
瀨ノ上 琴羽ちゃん
 せ の うえ こと ね
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

❶

❷

❸

❹

❺

献立作成者

　一迫保育所では、栄養士が考えたレシピを基に園内で給食を作り、子どもたちの成長を食で後押ししています。
　さまざまなレシピの中から、シャキシャキとした食感が人気の「れんこんサラダ」のレシピを紹介します。

一迫保育所　栄養士　中村 未貴

※1人当たりの栄養価 ： 133kcal、たんぱく質6.4ｇ、塩分0.9ｇ

給食の人気メニューを紹介

４月

なか むら     み    き

サンチュで巻く！ダブル餃子

長ネギは小口切り、ショウガは皮をむ
き千切り、えのきは２センチメートル
幅、チーズは５ミリメートル角に切る。
ひきわり納豆と長ネギを混ぜ合わせて
８等分にし、それぞれ餃子の皮に乗せ
て包む。
ショウガとえのきとチーズを混ぜ合わ
せ８等分にし、それぞれ餃子の皮に乗
せて包む。
フライパンに②と③を並べ、水を入れ
て蓋をし、中火で７～８分ほど蒸す。
④にサンチュを巻き、ピックで止めて
皿に盛り付ける。食べる直前にポン酢
をかける。

つくり方材料（４人分）
長ネギ 20g
ショウガ 20g
えのき 30g
プロセスチーズ
 2個（27g）
ひきわり納豆
 1パック
餃子の皮 16枚
サンチュ 16枚
水 100cc
ポン酢 大さじ2

しら とり                    こ

　本校では「ふるさと栗原」をテーマに、学年ごとに栗原の自然
環境や文化、産業などを学んでおり、今年度もさまざまな活動
を予定しています。
　１年生は、９月に伊豆沼・内沼を中心に調査し、湿地の生態
系を学びます。２年生は、７月に市内十数カ所の事業所などで
職場体験学習を行います。３年生は、９月に冷沢崩落地や栗駒
山麓ジオパークビジターセンターを訪問し、自然災害と防災・
減災について学びます。また、３年生の後半には３年間の学習
を基に「ふるさと栗原」のために生徒自らができることを考え、
提言をまとめます。
　この他、全学年で発表も予定しており、学習を通じて、生徒
たちの社会の一員としての自覚を育てていきます。

「ふるさと栗原」を学ぶ

ポイント 餃子をサンチュで包むことで、さっぱりとした口当たりになります。

　志波姫子育て支援センターでは、４
月１４日（火）に、子どもの身体測定を
するイベント「おおきくなったかな」
を行います。
　市内どの地区からでも参加できるの
で、ぜひ来てください。

おおきくなったかな

　２月の「つくってあそぼう」で、ひな飾りを作り
ました。子どもの手形や足形で着物の柄を描いた
際には、その大きさを見て子どもの成長に驚く保
護者もいました。最後は、出来上がった作品をみ
んなで見て、ひな祭りの雰囲気を楽しみました。

つくってあそぼう
一迫子育て支援センター

センターからの連絡帳
　各支援センターでは、施設内の消毒や手
洗いなどの感染防止対策を徹底しています。
　家庭でも感染防
止対策をしっかり
と行い、みんなで
元気に支援セン
ターへ遊びに来て
ください。

家庭児童相談室
　育児・家庭環境・虐待など、家庭相談員
が電話や面接で相談に応じます。
●日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前８時３０分～午後 5時１５分
●場所　市役所１階
　　　　市民生活部こども家庭センター
　　　　☎（２２）２３６０

●つくってあそぼう（こいのぼり制作）
　築　館　１３日（月）～１６日（木）　午前１０時
　栗　駒　２４日（金）　　　　　　　午前１０時３０分
　高清水　２２日（水）～２４日（金）　午前１０時
　一　迫　１３日（月）～１７日（金）　午前１０時３０分　　
　瀬　峰　１５日（水）～２１日（火）　午前９時
　鶯　沢　２１日（火）～２３日（木）　午前１０時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４日（火）
　金　成　２３日（木）　　　　　　　午前１０時
　花　山　２３日（木）　　　　　　　午前９時３０分
●はじまりの会
　若　柳　　６日（月）　　　　　　　午前１０時３０分
●おおきくなったかな
　志波姫　１４日（火）　　　　　　　午前１０時３０分

申

食生活改善推進員 築館分会  白鳥 きみ子

記号の説明 申込期限申

❶

❷

❸

レンコン、ニンジン、キュウリを幅２
ミリメートルのいちょう切りにする。
レンコン、ニンジンを４分ほどゆで、
冷水で冷ました後、水気を切る。
ボウルに②とキュウリ、ツナ、Ａを入
れて混ぜる。

つくり方材料（大人２人分）
レンコン 80g
ニンジン 12g
キュウリ 25g
ツナ 12g
　　マヨネーズ 大さじ1
　　砂糖    小さじ1
　　塩 少々
Ａ

※1人当たりの栄養価
　　91kcal、たんぱく質2.0ｇ、塩分0.4ｇ

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト栗原南中学校

ア ル バ ム
思い出の



１５　　広報くりはら　令和８年４月１日 広報くりはら　令和８年４月１日　　１４各保健推進室の問い合わせ先　 市外局番 0228　 築館 ・ 志波姫 ☎（２２）１１7１　 若柳 ・ 金成　 ☎（３２）２１２6　 栗駒 ・ 鶯沢 ☎（４５）２１37　 高清水 ・ 瀬峰 ☎（５８）２１１9　 一迫 ・ 花山 ☎（５２）２１30

イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

4 月
2026年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403金成延年閣　　　　　 10：30～11：30
イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳総合支所　 14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談 開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（水）

２ 日（木）

３ 日（金）

４ 日（土）

５ 日（日）

６ 日（月）

７ 日（火）

８ 日（水）

９ 日（木）

１０ 日（金）

１１ 日（土）

１２ 日（日）

１3 日（月）

14 日（火）

15 日（水）

16 日（木）

17 日（金）

18 日（土）

19 日（日）

20 日（月）

21 日（火）

22 日（水）

23 日（木）

24 日（金）

25 日（土）

26 日（日）

27 日（月）

28 日（火）

29 日（水）

30 日（木）

昭和の日

栗原市メンタルヘルス相談 3日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 10日（金）

精神保健福祉士による依存症専門相談
（アルコール・ギャンブルなど） 3日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 8日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 6日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 9日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 14日（火）、 28日（火）

栗駒総合支所 16日（木）

各保健推進室10：00～12：00すくすく育児相談 17日（金）築館保健センター

こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 28日（火）栗原中央病院 27日（月）

各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 24日（金） 17日（金）市役所

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 8日（水）、 25日（土）

こす もす

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 11日（土）市民活動支援センター

第40回栗原市せみね桜まつり 10：00～17：00 瀬峰五輪堂山公園 栗原市せみね桜まつり実行委員会
（38）3942

第15回金田火伏せまつり 10：00～14：00 一迫地区金田 金田火伏せまつり実行委員会
（54）2111

つきだて桜まつり 10：00～15：00 薬師公園内特設会場 栗原南部商工会
（22）3611

若柳桜まつり 10：00～16：00 わかやなぎ農産物直売所
くりでん他

くりはら北商工会若柳事務所
（32）3100

さくらマルシェ 10：00～15：00 若柳総合支所駐車場 みちのく太鼓まつり実行委員会
090（8616）5496

若柳桜まつり夜桜ライトアップ※ 18：00～20：50
12日まで 迫川川北堤防他 くりはら北商工会若柳事務所

（32）3100

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

第２7回白鳥省吾賞受賞作品展 9：00～16：30
８月30日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり せい　ご

つきだて朝市 6：00～8：30
19日も開催 市役所前 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

レールバイク乗車会 10：00～15：30 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園
（24）7961

「劇場版・クマと民主主義」
シネマデリバリー上映会

①13：00～
②15：00～ 栗駒みちのく伝創館 シネマデリバリー 大橋（藤岡）

090（7566）5555

うぐくりまるしぇ 10：00～15：00 菅原畳店〔鶯沢〕 渡邊
080（6021）4294

第22回いちはさま軒下マルシェ 10：00～15：00 一迫真坂商店街 いちはさま軒下マルシェ実行委員会
（52）2028

第71回政岡まつり 9：00～ 龍雲寺〔一迫〕
一迫真坂商店街

一迫観光協会
（52）2114

第45回泉谷お屋敷祭り 9：00～ 金澤寺〔瀬峰〕 泉谷コミュニティー推進協議会
（38）2473

小迫の延年 13：00～ 小迫白山神社境内〔金成〕 小迫延年保存会
（42）2719

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ「つづらふじ」 10：00～12：00 オレンジカフェ「つづらふじ」
090（8788）3059一迫老人福祉センター

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429オレンジカフェ すまいる〔瀬峰〕

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313
19：00～20：008日（水）、 22日（水）

11：00～12：004日（土）、 18日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

11：00～12：0015日（水）

前日
栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）5885栗駒総合体育館
10：30～11：304日（土）、 25日（土）

19：00～20：001日（水）、 8日（水）、
15日（水）、22日（水）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45かんたん筋トレストレッチ教室 毎週金曜日栗駒総合体育館

くりはら　おと♪の市 11：00～16：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

くりはら　おと♪の市前夜祭 16：00～20：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

オレンジカフェ『どんぐり』 10：00～12：00 オレンジカフェ『どんぐり』
080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

※ 若柳桜まつり夜桜ライトアップは、桜の開花状況により、開催期間などが変更になる場合があります。          
※ オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

瀬峰総・高清水総

瀬峰総・高清水総

延年閣

延年閣

瀬峰総・高清水総

若柳・イオン・志波姫小 若柳・イオン・志波姫小

鶯沢総鶯沢総

築館

築館

築館築館・若柳・栗駒
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栗
原
市
病
院
事
業
職
員

採
用
試
験（
医
療
技
術
職
）

●
申
込
期
限
　
５
月
22
日（
金
）

●
試
験
日
　
６
月
６
日（
土
）

●
試
験
会
場
　
栗
原
中
央
病
院

●
試
験
の
方
法
　
作
文
、
面
接

●
職
種
・
採
用
人
数

□
薬
剤
師
　
　
　
　
数
人
程
度

□
診
療
放
射
線
技
師
　
数
人
程
度

□
臨
床
検
査
技
師
　
数
人
程
度

□
言
語
聴
覚
士
　
　
数
人
程
度

□
臨
床
工
学
技
士
　
数
人
程
度

□
看
護
師
　
　
　
　
数
人
程
度

※

看
護
師
は
、
市
立
診
療
所
で
勤
務
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格

□
当
該
職
種
の
免
許
が
あ
る
人

ま
た
は
、
令
和
９
年
３
月
ま

で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
家

試
験
で
、
当
該
職
種
の
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

□
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

●
申
し
込
み
　
試
験
案
内
と
申
込

書
　
は
、
栗
原
中
央
病
院
２
階

の
医
療
管
理
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
書
類
を
添
え
て
問

い
合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

試
験
案
内
と
申
込
書
の
郵
送
を
希
望

す
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
採
用
日

　
令
和
９
年
４
月
１
日（
木
）

※

状
況
に
応
じ
て
、
採
用
日
を
前
倒
し

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
返
還
資
金
貸
付
事
業

　
令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

す
る
薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
言
語
聴
覚
士
、

臨
床
工
学
技
士
で
、
日
本
学
生
支

援
機
構
な
ど
か
ら
奨
学
金
を
借
り

入
れ
て
い
る
人
は
、
市
の
奨
学
金

返
還
資
金
貸
付
制
度
に
該
当
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
一
定
期
間

栗
原
市
立
病
院
な
ど
で
正
規
職
員

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
で
、
貸
付

額
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-

２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

令
和
８
年
度
防
火
標

語
決
定

　
市
民
に
広
く
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
た
め
、
市
内
の
小
学
５
年

生
を
対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
、

審
査
の
結
果
、
３
１
８
点
の
中
か

ら
次
の
標
語
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
標
語
に
は
、
火
災
の
な

い
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、

受
賞
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
今
後
、
こ
の
標
語
を
火

災
予
防
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

●
標
語
　
志
波
姫
小
学
校
５
年

　
三
浦
　
奏
太
さ
ん（
志
波
姫
北
）

　「
火
の
用
心
　
み
ん
な
で
守
る

　
栗
原
市
」

　
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

春
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
日（
金
）は「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

●
運
動
期
間
　
４
月
６
日（
月
）〜

15
日（
水
）

●
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

交
通
ル
ー
ル
　
守
る
あ
な
た
が

守
ら
れ
る

●
運
動
の
重
点

□
通
学
路
・
生
活
道
路
に
お
け

る
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保

□「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶
や

歩
行
者
優
先
等
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上

□
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の

理
解
・
遵
守
の
徹
底

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

若
柳
桜
ま
つ
り

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

●
開
催
期
間
　
４
月
６
日（
月
）〜

12
日（
日
）

　
午
後
６
時
〜
８
時
50
分

若
柳
桜
ま
つ
り

●
日
時
　
４
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
わ
か
や
な
ぎ
農
産
物
直

売
所
く
り
で
ん
、
く
り
は
ら
田

園
鉄
道
公
園
他

●
内
容
　
物
産
市
、
く
り
で
ん
乗

車
会
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
会

●
く
り
で
ん
乗
車
会

□
日
時
　
４
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

□
費
用

　
小
学
生
以
上
１
人
3
0
0
円

※

未
就
学
児
無
料

●
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
会

□
日
時
　
４
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

□
費
用
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

　
く
り
は
ら
北
商
工
会
若
柳
事
務
所

☎（
32
）３
１
０
０

く
り
で
ん
レ
ー
ル
バ

イ
ク
乗
車
会

●
日
時
　
４
月
19
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

●
内
容
　
往
復
１
・
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
廃
線
跡
を
風
を
感
じ
な

が
ら
、
レ
ー
ル
バ
イ
ク
で
走
行

で
き
ま
す
。

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

自
衛
官
等
募
集
事
務
に

係
る
対
象
者
情
報
の
提
供

　
自
衛
隊
で
は
、
対
象
に
な
る
人

に
、
募
集
案
内
な
ど
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
法

令
に
基
づ
き
、
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望

し
な
い
場
合
、
事
前
の
申
し
出
に

よ
り
、
対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

●
情
報
提
供
内
容
　
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
住
所

●
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
、
平

成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
受
付
期
限
　
５
月
15
日（
金
）

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　
☎（
22
）１
１
２
２

そばと共に味わう歴史と栗原の恵み
　第５回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、そば処もんじ永左エ門の「永左エ門正餐
膳コース」と「田舎十割ミニ天付きそば」を紹介します。

●歴史に残るそばの名産地
　栗駒山麓の自然豊かな環境
は、寒暖の差が大きく、水はけ
が良いなど、そば栽培に適した
条件がそろっています。江戸時
代に書かれた「奥羽観蹟聞老志」
では、栗駒地区文字はそばの名
産地として記されていて、明治
時代から昭和時代初期にかけ
て、そば栽培が盛んな土地でし
た。しかし、時代の流れと共に
主作物がそばから稲へと変わ
り、長く続いたそば文化は次第
に姿を消していきました。
●そば栽培再興を目指して
　この地域で生まれ育った菅原
敏元さんは「蕎麦街道文字」の創
造と、かつてのそば産地の復活
を目指して、令和６年に「そば
処文字永左エ門」を開業しまし
た。この店は、菅原家の初代当
主「永左エ門」が嘉永６年に建て

た古民家を改装したもので、落
ち着いた雰囲気が魅力です。
　地産地消を大切にしている菅
原さんは、栗駒山麓で栽培され
ている野菜や山菜などを天ぷら
で提供していて、今回認定した

「永左エ門正餐膳コース」や「田
舎十割ミニ天付きそば」で味わ
うことができます。
　現在、そば粉は県外産を使用
していますが、将来的には文字
でのそば栽培を再興させ、多く
の人に栗駒地区文字産のそばを
味わってもらいたいと考えてい
ます。

　こだわりのそばと共に、厳選
した四季折々の食材を生かした
味わいが魅力の天ぷらを楽しむ
ことができます。
　築１７０年の古民家で文字地
域の歴史を感じながら、芳醇な
そばと栗駒山麓が育む食材の奥
深さを、ぜひ堪能してください。

　栗駒山麓ジオパークビジターセンターのシアター映像を追
加しました。４月から、これまでの「くりこまやま五十万年
の物語」と併せて、２本立てで上映しています。
　新映像のタイトルは「地球の鼓動の物語」。栗原の自然風景
と人の営みの関係性がダイナミックに表現されています。
　また、２つの映像の合間には、記念写真が撮れるフォトス
ポットが登場します。ぜひ、リニューアルした栗駒山麓ジオ
パークビジターセンターにお越しください。
開館時間　午前９時～午後５時（３月～１１月）
　　　　　午前９時～午後４時（１２月～２月）
※詳しくは、栗駒山麓ジオパークウェブサイトで確認してください。

新シアター映像「地球の鼓動の物語」公開

▲新映像「地球の鼓動の物語」イメージ図

▲永左エ門正餐膳コース（２，５００円）

［写真右］店主の菅原さん▲三浦さん

み   

う
ら         

か
な   

た

そば処もんじ永左エ門
栗原市栗駒文字津花１６
営業日　土～火曜日（冬季休業、予約優先）
営業時間　午前１１時～午後２時
☎（２４）８８１２

せい  さん  ぜん

ほうじゅん

                                                 おう   う   かん  せき もん  ろう   し
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２
月
22
日（
日
）、
令
和
９
年

度
か
ら
の
第
３
次
栗
原
市
総
合

計
画
づ
く
り
に
向
け「
栗
原
市

総
合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
高
校
生
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
提
案
発
表
で
は
、
若

者
な
ら
で
は
の
視
点
で
地
域
課

題
を
捉
え
た
提
案
や
、
柔
軟
で

大
胆
な
発
想
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
一
人
一
人
の
言
葉
の
中
に
、

共
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も

う
と
す
る「
共
助
」の
精
神
と「
自

分
た
ち
が
こ
の
ま
ち
を
変
え
る
」

と
い
う
郷
土
へ
の
熱
い
思
い
が

感
じ
ら
れ
、
深
い
感
動
を
覚
え

る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
先
日
、
市
内
の
高
校

の
卒
業
式
に
出
席
し
、
希
望
に

満
ち
た
門
出
を
祝
う
喜
び
と
と

も
に
、
地
域
の
将
来
を
支
え
る

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
胸
に
刻

み
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
声
を
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
に
し
っ
か
り

と
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
市
長
と

し
て
２
期
目
の
２
年
目
を
迎
え

ま
す
。「
笑
顔
が
生
ま
れ
る
ま
ち

く
り
は
ら
」の
実
現
に
向
け
て

実
行
し
て
き
た
施
策
を
継
続
す

る
と
共
に
、
引
き
続
き
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

市
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
や
地

域
の
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
な

ど
の
事
業
を
進
め
、
明
日
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に「
豊
か
な
美

し
い
く
り
は
ら
」を
引
き
継
ぐ

た
め「
ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
た

い
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
、

こ
れ
か
ら
も
誠
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

次
代
を
担
う
世
代
と
と
も
に

総
合
支
所
の
窓
口
受
付

時
間
を
変
更

　
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
、

よ
り
安
定
し
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
総
合

支
所
の
窓
口
受
付
時
間
を
変
更
し

ま
し
た
。

●
内
容

□
窓
口
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時
30
分

□
対
象
　
総
合
支
所
の
全
て
の

窓
口

●
そ
の
他
　
次
の
業
務
は
、
こ
れ

　
ま
で
ど
お
り
、午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
時
間
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

□
出
生
や
死
亡
、
婚
姻
や
離
婚

な
ど
戸
籍
に
関
す
る
届
出

□
電
話
、メ
ー
ル
な
ど
、対
面
以

　
外
の
通
信
手
段
に
よ
る
相
談

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
可
能
店
舗
　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

　
機
を
設
置
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
、

市
役
所
本
庁
舎
な
ど

●
取
得
で
き
る
証
明
書

□
住
民
票
の
写
し
　
３
０
０
円

※

本
人
と
本
人
の
同
一
世
帯
分

※

除
票
、
住
民
票
コ
ー
ド
や
個
人
番

号
を
記
載
し
た
も
の
は
取
得
不
可

□
印
鑑
登
録
証
明
書
３
０
０
円

※
本
人
分

□
所
得
課
税
証
明
書
３
０
０
円

※

過
年
度
は
取
得
不
可

※

本
人
分

□
戸
籍
謄
本（
抄
本
）４
５
０
円

□
戸
籍
の
附
票
　
　
３
０
０
円

※

栗
原
市
に
本
籍
が
あ
り
、
本
人
が

在
籍
す
る
現
在
の
戸
籍

※

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
は
取
得
不
可

●
利
用
時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

※

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）、

　
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く

●
準
備
す
る
も
の

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

□
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
※

　
の
暗
証
番
号

※
カ
ー
ド
に
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
休
日
交
付

●
交
付
日
時
　
毎
月
第
２
・
第
４

日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

※

11
月
は
第
２
日
曜
日
と
第
４
月
曜
日

の
実
施

●
場
所
　
築
館
総
合
支
所

●
予
約
方
法
　
交
付
希
望
日
の
前

週
水
曜
日
ま
で
に
、
居
住
す
る

地
区
の
総
合
支
所
に
電
話
予
約

ま
た
は
、
栗
原
市
ス
マ
ー
ト
申

請
シ
ス
テ
ム
か
ら
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

●
準
備
す
る
も
の

□
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

□
通
知
カ
ー
ド（
新
規
）

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
持
っ

　
て
い
る
人
の
み
）

□
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
本
人
確
認
書
類

□
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ

　
て
い
る
人
の
み
）

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

　
大
林
城
跡
は
、
若
柳
地
区
大
林

に
所
在
す
る
戦
国
時
代
の
城
館
跡

で
す
。
こ
の
遺
跡
は
、
迫
川
と
三

迫
川
の
合
流
地
点
か
ら
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
東
の
左
岸
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
迫
川
の
流
れ

に
よ
っ
て
自
然
に
形
成
さ
れ
た
堤

防
上
に
立
地
し
、
そ
の
規
模
は
東

西
約
2
0
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

80
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ま
た
、
同
じ

堤
防
上
の
約
1
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
東
に
は
福
岡
館
跡
、
約
0
・
9

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
側
、
川
の
対
岸

の
段
丘
上
の
志
波
姫
地
区
伊
豆
野

に
は
山
王
館
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
記
録
に
よ
れ
ば
、
大
林
城
の
初

代
城
主
で
あ
る
二
階
堂
治
部
少
輔

維
清
は
、
奥
州
の
大
領
主
で
あ
っ

た
葛
西
晴
信
か
ら
こ
の
大
林
邑
を

賜
っ
た
と
さ
れ
、
天
正
７（
1
5
7

9
）年
に
大
林
寺
を
金
成
か
ら
大

林
城
近
辺
に
移
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代

に
か
け
て
盛
ん
に
造
ら
れ
た
城
館

は
、
険
し
い
山
の
上
に
造
ら
れ
る

防
御
性
の
高
い「
山
城
」、
平
地
に

造
ら
れ
る
利
便
性
の
高
い「
平
城
」、

平
地
に
囲
ま
れ
た
小
高
い
山
や
丘

に
造
ら
れ
る「
平
山
城
」な
ど
、
立

地
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
林
城
や
同
じ
自
然
堤
防
上
に

位
置
す
る
福
岡
館
の
よ
う
な
平
城

は
、
後
世
の
開
発
を
受
け
や
す
く
、

山
城
の
よ
う
に
、
後
世
で
も
地
形

と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

土
塁
や
堀
な
ど
の
痕
跡
が
残
り
に

く
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
、
大
林
城
を
守
り
、
城

の
範
囲
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た

土
塁
や
堀
は
、
堰
の
開
削
や
、
線

路
の
敷
設
な
ど
に
よ
り
姿
を
消
し

ま
し
た
が
、
今
も
土
塁
の
一
部
が

残
っ
て
お
り
、
往
時
の
姿
を
し
の

ば
せ
ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出

届
が
提
出
で
き
ま
す

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
使
用
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
の
提
出
が
で

き
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
人
は
、
電
子
証
明

書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
国
内
で

引
っ
越
し
を
す
る
人
で
す
。
単
身

で
の
引
っ
越
し
の
他
、
本
人
と
同

一
世
帯
員
、
本
人
以
外
の
世
帯
員

の
引
っ
越
し
で
も
利
用
可
能
で
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
転

出
届
を
提
出
し
た
人
で
あ
っ
て
も
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
、
転

入
届
の
手
続
き
は
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

税
や
各
種
料
金
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で

納
め
ら
れ
ま
す

●
納
付
で
き
る
科
目
　
市
県
民
税

　（
普
通
徴
収
）、
軽
自
動
車
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
保
育
料
、
認

定
こ
ど
も
園
保
育
料
、
公
営
住

宅
等
使
用
料
、
学
校
給
食
費
、

幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
、
奨
学

資
金
償
還
金
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
利
用
料
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
料
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
、
老
人
保
護
措
置
費
負
担
金
、

農
業
費
分
担
金
、
水
道（
下
水

道
）料
金

●
準
備
物
　
納
付
に
は
次
の
い
ず

れ
か
が
必
要
で
す
。

□
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書

□
決
済
ア
プ
リ
が
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ま
た
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

●
納
付
方
法
　納
付
書
の
バ
ー
コ
ー

　
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

カ
メ
ラ
で
読
み
取
り
ま
す
。

●
利
用
で
き
な
い
納
付
書

□
利
用
上
限
額
を
超
え
る
も
の

□
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
も
の

□
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
ま
た
は
、
傷
や
汚
れ

な
ど
で
読
み
取
れ
な
い
も
の

●
利
用
上
限
額

□
水
道
料
金
　
　
　
　
５
万
円

□
そ
の
他
　
　
　
　
　
30
万
円

※

Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
Ｐ
ａ
ｙ
は
10
万
円

●
利
用
で
き
る
決
済
ア
プ
リ

P
a
y
B
、
楽
天
銀
行
、
P
a
y

P
a
y
、
a
u
P
a
y
、
ゆ
う
ち
ょ

Pa
y
、F
a
m
i
Pa
y
、
ｄ
払
い
、

楽
天
ペ
イ
、
A
E
O
N
Pa
y

●
利
用
上
の
注
意
事
項

□
ア
プ
リ
の
利
用
料
、
手
数
料

は
無
料
で
す
が
、
通
信
料
は

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す

□
領
収
証
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。
領
収
証
書
を
必
要
と
す

る
人
は
、
金
融
機
関
な
ど
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
が

必
要
な
人
は
、
各
総
合
支
所

で
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い

□
一
度
決
済
が
完
了
し
た
納
付

は
取
り
消
せ
ま
せ
ん

□
二
重
納
付
防
止
の
た
め
、
納

付
完
了
し
た
納
付
書
は「
納

付
済
」と
記
載
す
る
な
ど
の

処
理
を
し
て
く
だ
さ
い

※

ア
プ
リ
の
使
用
方
法
は
、
各
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
計
課
　
　
☎（
22
）１
１
４
３

▲２月に開催した栗原市総合計画シンポジウム

お
お 

は
や
し 

じ
ょ
う
　あ
と

248 市
内
の
文
化
財
散
策

大
林
城
跡

▲大林城跡

栗原市スマート
申請システム

デジタル庁
ウェブサイト

引越手続
オンライン
サービス

種
　
　
別
　
市
指
定
記
念
物
　
史
跡

指
　定
　日
　
昭
和
49
年
４
月
１
日

所
　在
　地
　
若
柳
字
大
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ぶ
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よ
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お
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て
ん
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

お
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ょ
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ひ
ら
　
じ
ろ

せ
き

　
フ 

ァ
　
　 

ミ
　
　 

ペ
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

イ
　
オ
　
ン
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Ｐａｙ
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に
ぎ
わ
い
づ
く
り
補

助
金
を
創
設

　
市
で
は
、
新
た
に
市
内
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　

□
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

取
り
組
む
団
体

□
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

た
め
、
新
た
に
取
り
組
む
事

業
で
今
後
、
毎
年
継
続
し
て

開
催
を
見
込
む
事
業

□
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）ま

で
に
完
了
す
る
事
業

●
助
成
金
額
　
上
限
10
万
円

※
申
請
者
当
た
り
１
件
ま
で

●
申
込
期
限
　
令
和
９
年
３
月
31

日（
水
）

●
申
し
込
み
　
市
民
協
働
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎ （
22
）１
１
６
４

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
開
放
し
ま
す

　
県
内
で
の
熱
中
症
特
別
警
戒
情

報
発
表
時
に
、
市
が
指
定
す
る
施

設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー（
涼

め
る
場
所
）と
し
て
開
放
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
施
設
は
、
熱
中
症

特
別
警
戒
情
報
の
発
表
が
な
い
と

き
で
も
、
涼
め
る
場
所
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

●
開
放
期
間
　
４
月
22
日（
水
）〜

10
月
28
日（
水
）

●
指
定
施
設

□
市
役
所

□
各
総
合
支
所

□
市
消
防
庁
舎

□
市
立
図
書
館

□
栗
原
文
化
会
館

□
若
柳
公
民
館

□
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

□
志
波
姫
公
民
館

□
く
り
は
ら
交
流
プ
ラ
ザ（
エ

ポ
カ
21
）

□
く
り
こ
ま
高
原
駅
オ
ア
シ
ス

セ
ン
タ
ー

□
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

□
栗
原
市
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ

　
ン
タ
ー
つ
き
だ
て
館（
昆
虫
館
）

　
な
ど

●
注
意
事
項

□
施
設
ご
と
に
開
放
日
時
が
異

な
り
ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
確
認
す
る
か
、
各
施
設

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
各
施
設
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
飲
食
物
は
、
各
自
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

□
利
用
者
に
よ
る
施
設
内
の
温

度
調
整
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
施
設
の
目
印
　
対
象
施
設

に
は
、
次
の
マ
ー
ク
を
掲
示
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　
犬
を
飼
う
場
合
は
、
狂
犬
病
予

防
法
で
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
最
寄
り
の
会
場
で
予
防
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
集
合
注
射
日
程

□
築
館
地
区
　
４
月
13
日（
月
）

□
若
柳
地
区
　
４
月
15
日（
水
）

□
栗
駒
地
区
　
４
月
24
日（
金
）

□
高
清
水
地
区
　
４
月
23
日（
木
）

□
一
迫
地
区
　
４
月
21
日（
火
）

□
瀬
峰
地
区
　
４
月
17
日（
金
）

□
鶯
沢
地
区
　
４
月
20
日（
月
）

□
金
成
地
区
　
４
月
16
日（
木
）

□
志
波
姫
地
区
　
４
月
14
日（
火
）

□
花
山
地
区
　
４
月
22
日（
水
）

※

詳
し
く
は
、
飼
い
主
に
送
付
す
る
集

合
注
射
の
通
知
書
ま
た
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

生
後
91
日
を
経
過
し
、
登
録
を
し
て

い
な
い
犬
は
、
集
合
注
射
会
場
で
登

録
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
注
射
料
と

は
別
に
登
録
料
３
千
円
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

●
持
ち
物

□
市
が
送
付
す
る
通
知
書

□
注
射
料
金
　
　
３
６
０
０
円

※

通
知
書
裏
面
の
問
診
票
を
確
認
し
署

名
の
上
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

釣
り
銭
の
無
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項
　
予
防
注
射
後
に
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な
ど
の
副
反

応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
注
射
後
に
異
常
が
見
ら
れ

た
場
合
は
、
予
防
注
射
の
担
当

獣
医
が
診
察
し
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

●
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

　
　
個
別
注
射
と
な
り
ま
す
の
で
、

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
動
物
病

院
で
は
、
犬
の
登
録
手
続
き
、

狂
犬
病
予
防
注
射
と
注
射
済
票

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

□
Ｒ
動
物
病
院（
築
館
薬
師
）

☎（
22
）１
１
９
９

□
い
と
う
動
物
病
院（
築
館
伊
豆
）

☎（
23
）７
０
４
２

□
く
り
こ
ま
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
築
館
宮
野
中
央
）

☎（
22
）７
９
１
１

□
さ
た
け
家
畜
医
院（
栗
駒
中
野
）

☎（
45
）５
５
１
３

□
せ
み
ね
動
物
病
院（
瀬
峰
藤
田
）

☎（
59
）２
５
３
０

□
大
江
動
物
病
院（
金
成
小
迫
）

☎（
42
）１
１
７
３

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金

　
子
育
て
世
代
の
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
子
ど

も
の
出
生
時
と
小
学
校
入
学
時
に
、

支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

出
生
祝
金

●
対
象
　
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
住

所
が
市
内
に
あ
り
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
６
カ
月
以
上
前
か
ら
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
保
護
者

●
支
給
額
　

　
□
第
３
子
ま
で
　
　
　
５
万
円

　
□
第
４
子
　
　
　
　
　
10
万
円

　
□
第
５
子
以
降
　
　
　
20
万
円

●
申
請
期
限
　
子
ど
も
の
出
生
か

ら
１
年
以
内

入
学
祝
金

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
第

３
子
以
降
の
子
ど
も
が
、
令
和

８
年
度
に
小
学
校
に
入
学
し
、

令
和
７
年
10
月
１
日
以
前
か
ら

市
内
に
住
所
が
あ
る
保
護
者

●
支
給
額
　
　
　
　
　
　
10
万
円

●
申
請
期
限
　

　
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

小
学
校
入
学
支
援
事
業

補
助
金

　
第
３
子
以
降
の
小
学
校
入
学
時

に
か
か
る
、
学
用
品
な
ど
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
５
月
１
日
時
点
で
、
小

学
校
や
特
別
支
援
学
校
の
１
学

年
に
在
籍
し
て
い
る
第
３
子
以

降
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
市
内

　
に
住
所
が
あ
る
保
護
者

●
補
助
対
象
と
な
る
学
用
品
な
ど

□
小
学
校
や
家
庭
で
の
学
習
活

動
で
使
用
す
る
学
用
品

□
登
下
校
で
必
要
と
さ
れ
る
通

学
用
品

□
そ
の
他
教
育
に
必
要
な
物
品

※

令
和
７
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

11
月
30
日
ま
で
に
購
入
し
た
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※

申
請
に
は
領
収
書
が
必
要
で
す
。

●
助
成
上
限
額
　
子
ど
も
一
人
当

た
り
３
万
円

●
申
請
期
間
　
５
月
１
日（
金
）〜

12
月
10
日（
木
）

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

ス
マ
イ
ル
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
券

　
１
歳
未
満
の
乳
児
の
子
育
て
に

か
か
る
育
児
用
品
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

１
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す

る
保
護
者

●
助
成
内
容
　
１
枚（
月
）当
た
り

５
千
円
の
ス
マ
イ
ル
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
券
を
、
最
大
12
枚
交
付

※

市
内
の
指
定
店
舗
で
の
み
使
用
可
能

●
助
成
対
象
品
目
　
お
む
つ
、
ミ

ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
離
乳
食
な
ど

の
乳
児
用
食
品
、
ベ
ビ
ー
パ
ウ

ダ
ー
、
保
湿
剤
、
肌
着
な
ど

●
交
付
期
間
　
子
ど
も
が
生
ま
れ

　
た
月
の
翌
月
か
ら
満
１
歳
に
な
っ

　
た
月
ま
で

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
手
当
額
に
つ
い
て

　
２
０
２
５
年
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
実
績
値（
対
前
年
比
３
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
増
）を
受
け
、
令

和
８
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
障

害
者
手
当
な
ど
の
支
給
額（
月
額
）

を
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

●
本
体
額

□
全
部
支
給
　
４
万
８
０
５
０
円

□
一
部
支
給
　
１
万
1
3
4
0
円

〜
４
万
8
0
4
0
円

●
２
人
目
以
降

　
□
全
部
支
給
　
１
万
１
3
5
0
円

　
□
一
部
支
給
　
5
6
8
0
円
〜

　
　
１
万
１
3
4
0
円

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
１
級
　
　
　
５
万
8
4
5
0
円

●
２
級
　
　
　
３
万
8
9
3
0
円

③
特
別
障
害
者
手
当３

万
4
5
0
円

④
障
害
児
福
祉
手
当

　
１
万
６
5
6
0
円

⑤
福
祉
手
当（
経
過
措
置
分
）

１
万
6
5
６
0
円

※

①
、②
は
子
育
て
支
援
課
、③
〜
⑤
は
社

　
会
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
の
申
請

　
特
別
障
害
者
手
当
や
障
害
児
福

祉
手
当
な
ど
、
各
手
当
を
受
給
す

る
に
は
、
申
請
し
て
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

●
対
象
　
20
歳
以
上
で
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
人

※

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
程
度
の
障
害
が
重

複
す
る
人
、
著
し
く
重
度
の
精
神
障

害
が
あ
る
人
、
難
病
の
人
な
ど

※

施
設
に
入
所
中
の
人
、
病
院
な
ど
に

３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
、

本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
の
所
得
が

一
定
額
を
超
え
て
い
る
人
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

●
対
象
　
20
歳
未
満
で
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
人

※

施
設
に
入
所
中
の
人
、
本
人
ま
た
は

そ
の
扶
養
者
の
所
得
が
一
定
額
を
超

え
て
い
る
人
、
障
害
を
理
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

市
障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　
市
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
相
談
支
援
体
制

の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
な
が
ら
、
医
療
や
福
祉
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
障
害

の
あ
る
人
を
地
域
全
体
で
支
え
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
障
害

や
難
病
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
・
関
係
機
関
な
ど

　
※
障
害
の
種
別
や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

祝
日
を
除
く

●
相
談
窓
口
　
次
の
相
談
窓
口
で

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
あ
ら
い
ぶ
☎（
21
）４
６
５
５

□
相
談
支
援
こ
ろ
ん
ぶ
す

☎（
52
）３
５
５
６

□
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
ポ
レ
ポ
レ
☎（
35
）５
０
５
５

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０



市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

２３　　広報くりはら　令和８年４月１日 広報くりはら　令和８年４月１日　　２２各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

介
護
家
族
慰
労
金
支
給

事
業

●
対
象
　
要
介
護
３
以
上
の
高
齢

者
を
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
せ
ず
介
護
す
る
同
居
家
族

ま
た
は
、
同
一
敷
地
や
隣
接
す

る
敷
地
に
居
住
し
て
い
る
家
族

●
主
な
支
給
要
件

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス（
年
間

10
日
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
お
よ
び
住

宅
改
修
を
除
く
）を
１
年
間

利
用
し
て
い
な
い

□
１
年
以
上
市
内
に
居
住
し
、

住
所
が
あ
る
こ
と

□
市
民
税
非
課
税
世
帯

□
通
算
90
日
を
超
え
る
入
院
を

し
て
い
な
い
　
な
ど

●
支
給
金
額
　
６
万
円（
年
１
回
）

●
申
請
期
限
　
支
給
要
件
を
満
た

し
た
後
、
４
カ
月
目
の
月

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
介
護
福
祉

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）１
３
５
０

介
護
福
祉
士
就
職
支
援

助
成
金

　
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
、
新
た
に
介
護
福
祉
士
と
し
て

就
職
し
た
人
に
、
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
介
護
福
祉
士
と
し
て
就
職
し

た
人（
原
則
、
新
規
就
職
者
）

□
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
所
で
常
時
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
継

続
し
て
２
年
以
上
勤
務
す
る

見
込
み
が
あ
る
人

□
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●
助
成
金
額
　
　
　
　
　
40
万
円

●
申
請
期
限
　
就
職
し
た
日
か
ら

６
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま
た
は
、

11
月
30
日（
月
）の
い
ず
れ
か
早

い
日

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
介
護
福
祉

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）１
３
５
０

介
護
職
員
研
修
費
用

助
成
金

　
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
勤
務
す
る
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
支
援
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
と
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

研
修
の
受
講
料
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
所
で
常
時
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

□
過
去
１
年
以
内
に
初
任
者
研

修
ま
た
は
、
実
務
者
研
修
を

修
了
し
、
修
了
日
以
後
も
同

一
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
継
続
し
て
６
カ
月
以
上
勤

務
す
る
見
込
み
が
あ
る
人

□
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●
助
成
金
額（
上
限
）

　
□
初
任
者
研
修
　
　
　
10
万
円

　
□
実
務
者
研
修
　
　
　
20
万
円

●
申
請
期
限
　
11
月
30
日（
月
）

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
介
護
福
祉

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）１
３
５
０

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

任
意
接
種
費
用
助
成

●
対
象
　
接
種
を
希
望
し
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

□
令
和
８
年
度
に
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
に
な
る
人

□
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
助
成
額

□
生
ワ
ク
チ
ン
　
接
種
費
用
の

半
額（
上
限
5
千
円
）

□
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
　
５
千
円

※
１
回
当
た
り
の
助
成
額

●
そ
の
他
　
接
種
費
用
を
全
額
支

払
い
後
、
令
和
９
年
３
月
31
日

　（
水
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種

　
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
使
用

す
る
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

と
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す
。

●
接
種
対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
、
過
去
に
成

人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
１

度
も
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

①
満
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

人
②
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
で
、

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
る
人（
身
体

　
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
程
度
）

　
で
、
接
種
を
希
望
す
る
人

※

②
で
希
望
す
る
人
は
、
各
保
健
推

進
室
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
接
種
期
間
　
満
65
歳
の
誕
生
日

の
前
日
か
ら
66
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で

●
接
種
場
所
　
市
内
の
指
定
医
療

機
関

※

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
対
象

者
は
、
誕
生
月
に
送
付
さ
れ
る
予
診

票
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
　
高
齢
者

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
20
価
）

●
自
己
負
担
金
　
　
　
　
５
千
円

●
注
意
事
項

□
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
接

種
前
に
各
保
健
推
進
室
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
事
前
の

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、
全
額
自
己
負
担
で
す

□
事
前
に
医
療
機
関
へ
の
予
約

が
必
要
で
す

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

　
各
保
健
推
進
室

危
険
な
空
き
家
等

解
体
費
用
助
成

　
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
危
険
な
空
き
家
の
解
体
工

事
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

□
空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
者

□
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
、
店

舗
兼
用
住
宅

※

作
業
所
、
物
置
な
ど
は
対
象
外

●
助
成
対
象
と
な
る
経
費

□
解
体
工
事
費

□
解
体
工
事
と
一
体
で
行
う
立

木
伐
採
処
分
費
、
家
具
・
家

電
な
ど
の
運
搬
処
分
費

●
助
成
金
額
　
工
事
費
な
ど
の
２

分
の
１
　
※
上
限
50
万
円

●
受
付
開
始
日
　
４
月
13
日（
月
）

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
都
市
計
画
課

☎ （
22
）１
１
５
４

放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※

市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
3
6

①
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
定
期
的
に
食
事
の
配
達
を
希
望

す
る
人
に
、
弁
当
の
宅
配
と
同
時

に
安
否
確
認
を
し
ま
す
。

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
世
帯
の
人

※

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
、

昼
食
ま
た
は
、
夕
食
の
い
ず
れ
か
１

日
１
食
の
利
用
に
限
る

●
利
用
者
負
担

□
市
民
税
非
課
税
世
帯

１
食
３
０
０
円

□
市
民
税
課
税
世
帯

１
食
５
０
０
円

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　
急
病
な
ど
緊
急
時
に
、
簡
単
な

操
作
で
受
信
セ
ン
タ
ー
へ
通
報
で

き
る
装
置
を
家
庭
に
設
置
し
ま
す
。

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
世
帯
の
人

●
利
用
者
負
担
　
　
月
５
０
０
円

③
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
事
業

　
定
期
通
院
が
必
要
な
人
に
、
月

４
枚
の
タ
ク
シ
ー
券（
基
本
料
金

相
当
分
）を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
世
帯
の
人
ま
た
は
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
人

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
る

●
利
用
者
負
担
　
基
本
料
金（
初

乗
り
料
金
）を
超
え
る
金
額

④
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　
通
所
に
よ
る
軽
体
操
、
趣
味
、

創
作
活
動
で
交
流
の
輪
を
広
め
た

い
人
を
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
　
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
60
歳
以
上
の
人

●
利
用
者
負
担
　
１
回
８
０
０
円

※

温
泉
保
養
施
設
の
利
用
は
、
３
０
０

円
加
算
。
そ
の
他
傷
害
保
険
料
、
材

料
費
な
ど
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

⑤
寝
具
洗
濯
等
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
自
分
で
布
団
の
洗
濯
な
ど
が
困

難
な
場
合
、
寝
具
の
洗
濯
と
乾
燥

を
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

の
人

●
利
用
者
負
担
　
１
回
１
２
０
０
円

※

年
に
１
回
の
実
施

⑥
高
齢
者
日
常
生
活
支
援
業
務
利

用
助
成
事
業

　
庭
の
草
刈
り
や
居
宅
の
清
掃
な

ど
、
日
常
生
活
で
支
援
が
必
要
な

場
合
、
年
６
時
間
分
の
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
利
用
券（
80
パ
ー

セ
ン
ト
助
成
分
）を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
世
帯
の
人

●
利
用
者
負
担
　
日
常
生
活
支
援

業
務
単
価
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
と

事
務
費
業
務
単
価
の
12
パ
ー
セ

ン
ト

●
利
用
で
き
る
内
容
　
庭
の
草
刈

り
、
庭
木
の
剪
定
、
居
宅
の
除

雪
、
簡
単
な
修
理
な
ど

⑦
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

　
認
知
症
の
家
族
が
徘
徊
す
る
場

合
、
徘
徊
高
齢
者
探
索
シ
ス
テ
ム

装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
　
認
知
症
に
よ
り
常
時
徘

徊
す
る
65
歳
以
上
の
要
介
護
認

定
者
を
介
護
す
る
家
族

●
利
用
者
負
担
　
月
１
３
２
０
円

※

現
場
急
行
費
用
な
ど
は
別
途
加
算

⑧
介
護
用
品
支
給
事
業

　
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
が

必
要
な
場
合
、
介
護
用
品
給
付
券

を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

た
在
宅
の
人
で
、
紙
お
む
つ
な

ど
の
介
護
用
品
が
必
要
な
人

※

要
介
護
３
以
下
の
人
は
、
一
部
要
件

が
あ
り
ま
す
。

●
利
用
者
負
担
　
給
付
券
の
限
度

額
を
超
え
た
金
額

●
給
付
券
の
限
度
額

□
要
支
援
１
〜
要
介
護
３

月
２
千
円

□
要
介
護
４
、５
　
月
５
千
円

●
対
象
品
目
　
紙
お
む
つ
、
尿
取

り
パ
ッ
ト
、
清
拭
剤
、
使
い
捨

て
手
袋
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、

介
護
食
品
、
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、

防
水
シ
ー
ツ
、
消
臭
剤

⑨
高
齢
者
見
守
り
支
援
事
業

　
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
外
出
先

か
ら
自
分
で
帰
宅
で
き
な
く
な
っ

た
人
の
早
期
発
見
・
保
護
を
目
的

と
し
て
、
見
守
り
シ
ー
ル（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
）を
交
付
し
ま
す
。

　
発
見
者
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
事
前
に
登
録
し
て
い
る

保
護
者
に
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

発
見
者
と
保
護
者
は
、
専
用
の
伝

言
板
サ
イ
ト
で
や
り
と
り
を
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
情
報
は

守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
　
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、

外
出
先
か
ら
自
分
で
帰
宅
で
き

な
い
在
宅
の
高
齢
者
な
ど

●
利
用
者
負
担
　
　
　
　
　
無
料

※

シ
ー
ル
の
再
交
付
は
自
己
負
担

※

①
、
③
、
⑤
、
⑧
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
世

帯
員
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
人
が
所
得

割
額
を
課
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
市
民

税
非
課
税
と
み
な
し
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）１
３
５
０

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

せ
ん  

て
い

は
い 

か
い

せ
い 

し
き

高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
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農
作
物
有
害
獣
防
護
柵

購
入
補
助
金

　
新
た
に
防
護
設
備
を
購
入
し
、

設
置
し
た
人
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
対
象
　
市
内
で
農
林
水
産
物
を

生
産
す
る
個
人

●
助
成
金
額
　
購
入
経
費
の
２
分

の
１
以
内（
上
限
５
万
円
）

●
申
込
期
限
　
12
月
28
日（
月
）

●
申
し
込
み
　
林
業
畜
産
課
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
　

に
領
収
書
の
写
し
な
ど
を
添
付

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
の
で
、
購
入
前
に
問

い
合
わ
せ
先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

☎（
22
）１
１
３
６

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

狩
猟
免
許
取
得
お
よ
び
銃

砲
所
持
許
可
取
得
助
成

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟

免
許
や
銃
砲
所
持
許
可
を
新

規
に
取
得
し
た
人

□
過
去
に
狩
猟
免
許
な
ど
の
取

り
消
し
を
受
け
て
い
な
い
人

□
農
作
物
被
害
防
除
の
た
め
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
な
ど
に

従
事
す
る
意
思
が
あ
る
人

●
助
成
金
額
　
次
の
対
象
経
費
の

全
額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

□
狩
猟
免
許
の
申
請
手
数
料

□
県
ま
た
は
、
猟
友
会
が
主
催

す
る
講
習
会
の
参
加
手
数
料

□
銃
砲
所
持
許
可
の
取
得
手
数
料

●
申
請
期
限
　

　
令
和
９
年
２
月
26
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
狩
猟
免
許
や
銃
砲

所
持
許
可
を
取
得
し
た
後
に
、

林
業
畜
産
課
ま
た
は
、
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
　
に
、
狩
猟
免

状
や
銃
砲
所
持
許
可
証
の
写
し
、

領
収
書
の
写
し
な
ど
を
添
付
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

☎（
22
）１
１
３
６

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

ク
マ
出
没
に
注
意

　
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
ク
マ
は
、

食
べ
物
を
求
め
て
市
街
地
の
近
く

に
ま
で
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
子
連
れ
の
ク
マ
は
大
変
危

険
で
す
。
冬
眠
明
け
の
ク
マ
の
出

没
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

☎ （
22
）１
１
３
６

土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
一
定
の
自
己
負
担
を
伴
う
小
規

模
土
地
改
良
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業
　
数
人
で
共
同

し
て
施
工
す
る
、
か
ん
が
い
用

水
施
設（
農
業
用
水
路
、
た
め

池
、
揚
水
機
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、

簡
易
な
用
水
施
設
な
ど
）の
整

備
補
修
事
業

※

予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま

す
。
用
水
路
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、

審
査
の
上
、
交
付
し
ま
す
。

※

ほ
場
整
備
計
画
予
定
区
域
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
の
資
源
向
上
支
払

交
付
金（
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
活
動
）の
対
象
路
線
を
除
く
。

※

前
年
度
に
交
付
を
受
け
て
い
る
事
業

は
対
象
外
で
す
。

●
補
助
金
額
　
土
地
改
良
事
業
に

要
し
た
総
事
業
費
の
80
パ
ー
セ

ン
ト（
上
限
40
万
円
）

※

千
円
未
満
切
り
捨
て

●
申
込
期
限
　

　
令
和
９
年
１
月
29
日（
金
）

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　
市
内
の
企
業
に
就
職
し
、
奨
学

金
を
返
還
し
て
い
る
人
に
対
し
て

奨
学
金
返
還
額
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
令
和
５
年
４
月
１
日
以
後
に

市
内
の
企
業
な
ど
に
正
規
雇

用
さ
れ
た
人

□
市
内
に
居
住
し
、
市
内
企
業

に
５
年
以
上
就
業
す
る
意
思

の
あ
る
人

※

こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
制
度

□
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
の
第
一
種
・
第
二
種

奨
学
金

□
技
能
者
育
成
資
金
融
資
制
度

□
栗
原
市
奨
学
資
金
　
な
ど

●
助
成
金
額
　
上
限
20
万
円（
年
間
）

※

最
大
で
５
年
間
助
成

●
申
請
期
限

　
□
初
年
度
　
９
月
30
日（
水
）

　
□
２
年
目
以
降
　
６
月
30
日（
火
）

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

地
方
就
職
学
生
支
援
事
業

　
市
内
定
住
と
県
内
企
業
の
人
材

確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
支
援
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
東
京
都
内
に
本
部
が
あ
る
東

京
圏（
東
京
都
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
神
奈
川
県
）の
大

学
や
大
学
院
を
卒
業
、
修
了

し
て
１
年
以
内
の
人
、
ま
た

は
、
今
年
度
卒
業
・
修
了
見

込
み
の
人

□
県
内
の
企
業
に
就
職
し
て
１

年
以
内
の
人
ま
た
は
、
内
定

し
て
い
る
人

□
市
内
に
移
住
済
み
、
ま
た
は
、

市
内
に
５
年
以
上
居
住
す
る

意
思
が
あ
る
人

●
助
成
金
額

□
県
内
企
業
な
ど
へ
の
就
職
活

動（
面
接
選
考
な
ど
）に
か
か
っ

　
た
１
回
分
の
往
復
交
通
費
の

２
分
の
１
　

　
上
限
額
　
１
万
９
７
１
０
円

□
移
転
費
の
一
部
　

　
上
限
額
　
８
万
１
５
０
０
円

※
内
定
時
点
で
申
請
す
る
場
合
、
助
成

対
象
は
交
通
費
の
み

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
産
業
戦
略

課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

市
設
置
型
浄
化
槽
事
業

●
事
業
の
概
要
　
市
が
浄
化
槽
を

設
置
し
、
保
守
点
検
、
清
掃
、

法
定
検
査
、
修
繕
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
区
域
　
下
水
道
事
業
全
体

計
画
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事

業
計
画
以
外
の
区
域

●
使
用
者
の
負
担

受
益
者
分
担
金

□
10
人
槽
ま
で
　
　
　
18
万
円

□
11
人
槽
以
上
　
市
長
が
別
に

定
め
る
額

使
用
料（
１
カ
月
あ
た
り
）

□
基
本
使
用
料
　
１
９
８
０
円

　（
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
）

□
超
過
使
用
料
　
１
立
方
メ
ー

ト
ル
に
つ
き
２
０
９
円
か
ら

そ
の
他

　
　
ブ
ロ
ワ
の
電
気
料
金
や
、
浄

化
槽
以
外
の
排
水
管
の
工
事
な

ど
は
、
使
用
者
負
担
で
す
。

●
申
請
期
限

□
５
〜
10
人
槽
　
11
月
27
日（
金
）

□
11
〜
50
人
槽
　
８
月
28
日（
金
）

□
51
〜
100
人
槽
　
６
月
26
日（
金
）

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で

有
効
期
間
が
８
年
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
有
効
期
間
満
了
ま
で
に
新
し

い
メ
ー
タ
ー
へ
の
取
り
替
え
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
事
前
に
は
が
き
で
作
業
予
定

期
間
や
業
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
取
替
作
業
に
あ
た
っ
て

□
作
業
は
立
ち
会
い
不
要
で
す
。

ま
た
、
不
在
で
も
作
業
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

□
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や

周
辺
に
、
作
業
の
支
障
と
な

る
よ
う
な
物
を
置
か
な
い
で

く
だ
さ
い

□
犬
な
ど
は
、
作
業
範
囲
外
に

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
業
者
は
、
市
発
行
の
証
明
書

を
携
帯
し
て
い
ま
す

□
作
業
中
は
水
を
止
め
ま
す

□
通
水
確
認
の
た
め
、
少
量
の

水
を
使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

□
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
、
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

□
取
り
替
え
後
に
水
道
を
使
用

す
る
際
は
、
蛇
口
か
ら
水
を

少
量
流
し
て
か
ら
使
用
し
て

く
だ
さ
い

□
作
業
時
に
水
漏
れ
を
発
見
し

た
場
合
、
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
修
理
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

　
上
下
水
道
部
経
営
課

☎（
42
）１
１
３
０

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲

覧
で
資
産
の
確
認
を

　
令
和
８
年
度
の
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

　
納
税
者
が
、
他
の
土
地
や
家
屋

と
の
比
較
に
よ
り
、
自
己
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
を
判
断

で
き
る
制
度
で
す
。

　
期
間
中
は
、
市
内
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
を
記
載
し
た
縦
覧
帳

簿
を
無
料
で
確
認
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
自
身
が
所
有
す
る
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
評
価
額
な
ど
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

　
期
間
中
は
、
市
内
に
所
在
す
る

土
地
・
家
屋
を
所
有
者
ご
と
に
ま

と
め
た「
名
寄
帳
」を
無
料
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
借
地
・
借
家
人
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
物
件
の
み
閲

覧
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人

□
納
税
義
務
者
本
人

□
納
税
管
理
人

□
納
税
義
務
者
の
代
理
人

□
借
地
・
借
家
人
な
ど

●
縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類

□
委
任
状（
代
理
人
の
場
合
）

□
賃
貸
借
契
約
書（
借
地
・
借

家
人
の
場
合
）

●
縦
覧
・
閲
覧
期
限

　
６
月
１
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
縦
覧
・
閲
覧
場
所

□
総
務
部
税
務
課

□
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１
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情報あれこれ 市からのお知らせ栗原市の市外局番　0228

国
民
年
金
の
保
険
料

　
４
月
分
か
ら
、
保
険
料
が
月
額

１
万
７
９
２
０
円
に
な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
月
額
４
０
０
円
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
上
旬
に
、

１
年
間
の
納
付
書
が
入
っ
た
国
民

年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
一
部
免
除
が
承
認
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、
４
月
上
旬
に

４
月
分
か
ら
６
月
分
、
７
月
上
旬

に
７
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で

の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
全

額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
７
月
上
旬
に
７

月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

ア
プ
リ
に
よ
る
電
子
決
済
の
他
、

ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
で
割
引
に

な
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

太
陽
光
発
電
の
点
検

商
法
に
注
意

　
訪
問
し
て
き
た
業
者
か
ら「
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
点
検
が
義

務
化
さ
れ
た
」と
言
わ
れ
、
無
料

点
検
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

点
検
を
受
け
た
結
果
、
高
額
な
契

約
を
迫
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
点
検
の
必
要
性
を
確
認

し
、
よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

設
置
事
業
者
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
は
そ
の
場
で
決
め
ず
、
複

数
社
か
ら
見
積
書
を
取
っ
て
検
討

す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

不
安
に
思
っ
た
と
き
は
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談
窓
口（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）５
７
０
０

い
・
ど
・
う
市
民
セ

ミ
ナ
ー
受
け
付
け
中

　
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
解
説
し
ま
す
。
市
の
職

員
が
集
会
や
会
合
な
ど
に
出
向
く

現
地
開
催
の
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
も
あ
り
ま
す
。
　

●
申
し
込
み
　
市
政
情
報
課
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

確
認
の
上
、
開
催
希
望
日
の
１

カ
月
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ま
た
は
、
市

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

大
ホ
ー
ル
一
般
開
放

　
音
響
反
射
板
を
設
置
し
た
本
格

的
な
舞
台
で
、
演
奏
練
習
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
４
月
25
日（
土
）、
５
月

９
日（
土
）、
10
日（
日
）、
16
日

　（
土
）、
17
日（
日
）、
30
日（
土
）、

　
６
月
６
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
対
象
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
、
高

校
生
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
。

●
利
用
時
間
　
１
枠
１
時
間
30
分

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

ピ
ア
ノ
を
利
用
す
る
場
合
、
千
円
が

か
か
り
ま
す
。

●
使
用
ピ
ア
ノ
　
ヤ
マ
ハ
コ
ン
サ
ー

　
ト
ピ
ア
ノ
　Ｃ
Ｆ-

Ⅲ
Ｓ

●
申
し
込
み
　
４
月
５
日（
日
）午

前
９
時
か
ら
利
用
希
望
日
の
３

　
日
前
ま
で
に
、若
柳
ド
リ
ー
ム・

　
パ
ル
事
務
室
に
備
え
付
け
の
申

請
書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

問
い
合
わ
せ
先
に
直
接
ま
た
は
、

　
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
後
に
大
ホ
ー
ル
の
利
用
予

約
が
入
っ
た
場
合
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
ア
ン
プ
や
ス
ピ
ー
カ
ー

　
な
ど
の
機
材
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
合
唱
団
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

フ
ァ
ク
ス（
32
）６
６
０
１

甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習
会

　
一
定
規
模
以
上
の
防
火
対
象
物

に
お
い
て
、
防
火
管
理
業
務
責
任

者
と
な
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

●
日
時
　
６
月
３
日（
水
）、４
日（
木
）

　
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
消
防
庁
舎

●
受
講
料
　
　
　
　
　
　
８
千
円

※

テ
キ
ス
ト
代
含
む

●
定
員
　
60
人
　※

先
着
順

●
申
込
期
間
　
４
月
30
日（
木
）〜

５
月
13
日（
水
）
　

●
申
し
込
み
　
一
般
財
団
法
人
日

　
本
防
火・
防
災
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

　
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
防

災
協
会

☎
０
３（
６
２
６
３
）９
９
０
３

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

定
期
募
集

　
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

□
薬
師
台
住
宅（
築
館
）　
　
１
戸

□
大
鳥
住
宅（
栗
駒
）　
　
　
１
戸

□
八
日
町
住
宅（
栗
駒
）　
　
１
戸

□
定
住
促
進
栗
駒
住
宅（
栗
駒
）１戸

□
五
輪
西
住
宅（
高
清
水
）　
１
戸

□
清
水
平
館
住
宅（
一
迫
）　
１
戸

□
定
住
応
援
下
藤
沢
住
宅（
瀬
峰
）

２
戸

●
受
付
期
日
　
４
月
14
日（
火
）

●
申
し
込
み
　
建
築
住
宅
課
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
募
集
要
項
を
確
認

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
16
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
９
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
11
戸

●
申
し
込
み
　
募
集
物
件
、
応
募

条
件
に
つ
い
て
は
、
建
築
住
宅

課
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

日本防火・防災協会
ウェブサイト

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和８年２月末現在、（　）は前月比

●　58,945人（△93）
　 男：28,801人（△29）  女：30,144人（△64）

●　24,641世帯（△13）
●　 14人 ●　83人
●　63人 ●　87人

 ４ 月３0 日（木）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

介護保険料（第１期）

市民生活部介護福祉課  ☎（２２）1350

産業経済部産業戦略課
　☎（２２）１２２０

企業版ふるさと納税
12月17日
12月18日

12月19日
12月24日
12月26日
１月20日

エアー長袖ブルゾン 　53着
ウォーターレストイレ  　１台
災害時用寝袋兼敷物  　１枚

一金  　50万円
一金  　50万円
一金  　20万円
一金　100万円

●株式会社昭和商会　様
●株式会社セント　様

●フジ技研工業株式会社　様
●株式会社不動産鑑定青田事務所　様
●日本生命保険相互会社　様
●株式会社ウエストエネルギーソリューション　様

日本年金機構
ウェブサイト

お
わ
び
と
訂
正

　
３
月
１
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
ま
ち
の
話
題

　
高
齢
者
叙
勲

　
原 

璋
雄
さ
ん
の
受
章
名

正
　
瑞
宝
双
光
章

誤
　
瑞
宝
単
光
章

　
第

２５
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト

　
テ
ニ
ス
大
会
出
場
者

髙
橋 

凛
さ
ん
の
学
年

正
　
５
年

誤
　
４
年

す
が 

わ
ら
　 

あ
き
　 

お

た
か 

は
し
　 

り
ん



広報くりはら　令和８年４月１日　　２８今月の表紙：酒造りにひた向きに取り組む酒蔵の後継者

　「就農から３年。たくさんの人たちと
のつながりと支えのおかげで、毎日が本
当に楽しい」と話す、佐藤さん。一迫地
区で米作りに励んでいます。
　佐藤さんは元々、農業関係の卸売会社
で働いていました。営業で農家に足を運
ぶたびに、高齢化や後継者不足を肌で感
じ、農業の未来に強い危機感を抱いたと
言います。何もせずにはいられない、と
一念発起し、３年前に米農家に転職。周
囲からは、不安定で大変な仕事だと反対
されたものの、農業の未来のために行動
したいという意思が揺らぐことはありま
せんでした。
　経営を始めてからは、猛暑による高温
障害や水不足など、一筋縄では行かない
課題に直面し、自然相手の仕事の難しさ
を実感した佐藤さん。それでも、農家同
士のつながりや地域の人たちの支えのお
かげで続けられていると言います。
　経営規模の拡大はもちろんのこと、栗
原全体の農業の未来を照らしたいと意気
込み「私よりも若い世代に、農業の楽し
さとやりがいを発信していきます」と、
目を輝かせています。

　「就農から３年。たくさんの人たちと
のつながりと支えのおかげで、毎日が本
当に楽しい」と話す、佐藤さん。一迫地
区で米作りに励んでいます。
　佐藤さんは元々、農業関係の卸売会社
で働いていました。営業で農家に足を運
ぶたびに、高齢化や後継者不足を肌で感
じ、農業の未来に強い危機感を抱いたと
言います。何もせずにはいられない、と
一念発起し、３年前に米農家に転職。周
囲からは、不安定で大変な仕事だと反対
されたものの、農業の未来のために行動
したいという意思が揺らぐことはありま
せんでした。
　経営を始めてからは、猛暑による高温
障害や水不足など、一筋縄では行かない
課題に直面し、自然相手の仕事の難しさ
を実感した佐藤さん。それでも、農家同
士のつながりや地域の人たちの支えのお
かげで続けられていると言います。
　経営規模の拡大はもちろんのこと、栗
原全体の農業の未来を照らしたいと意気
込み「私よりも若い世代に、農業の楽し
さとやりがいを発信していきます」と、
目を輝かせています。

栗原の農業の未来を照らす

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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宮
城
県
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番
１
号

☎
０
２
２
８（
22
）１
１
２
６

〒987
-2293

広報くりはら 

栗原市
ＬＩＮＥ

さ 　と う 　   だ い

佐藤　大　さん（一迫荒町上）

アンケート
フォーム

栗原市
Instagram

マイ広報紙特集
理想の酒を追い求めて
～若き後継者の挑戦～

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙


